
1994年出上の木簡

茎
Ｆ

伊
興
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
東
京
都
足
立
区
東
伊
興

一
丁
目

・
狭
間
周
辺

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
九
年

（平
１
）
四
月
―

一
九
九
四
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
伊
興
遺
跡
調
査
会

４
　
調
査
担
当
者
　
佐
々
木
彰

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
四
世
紀
―

一
九
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

伊
興
遺
跡
は
埼
玉
県
草
加
市
に
境
を
接
す
る
東
京
都
北
部
の
足
立
区
に
あ
る
。

地
勢
的
に
は
東
京
低
地
北
辺
部
の
臨
海
沖
積
平
野
の

一
画
、
県
境
を
流
れ
る
毛

長
川
右
岸
の
微
高
地
上
に
位
置

し
て
い
る
。
微
高
地
は
毛
長
川

に
平
行
し
て
走
る
南
北
二
つ
の

自
然
堤
防
か
ら
な
り
、
木
簡
は

い
ず
れ
も
こ
の
自
然
堤
防
下
の

部

低
地
帯
の
二
地
点
よ
り
出
土
し

紬
た
。
と
も
に
現
地
表
面
か
ら
深

棘

さ
約
二
ｍ
に
堆
積
す
る
泥
炭
層

か
ら
の
確
認
で
あ
る
。

木
簡
⑪
の
出
土
し
た
泥
炭
層
の
下
層
に
は
青
灰
色
砂
層
が
広
が
り
、
さ
ら
に

そ
の
下
層
に
も
荒
い
砂
層
が
堆
積
し
て
お
り
、
涌
水
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
木

簡
に
伴
う
と
思
わ
れ
る
土
器
片
は
青
灰
色
砂
層
中
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
土
器

類
は
木
製
品
に
比
べ
重
量
が
あ
る
た
め
、
砂
層
ま
で
沈
み
込
ん
だ
ら
し
い
。
遺

物
が
堆
積
し
た
当
時
、
辺
り
は
沼
沢
地
で
あ
り
、
自
然
科
学
分
析
で
も
こ
の
よ

う
な
沼
沢
地
が
遺
跡
周
辺
に
、
数
多
く
分
布
し
て
い
た
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
地
点
で
は
木
簡
以
外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
木
製
品
が
出
上
し
て
い
る
。

馬
形

・
剣
形
？

・
火
鑽
臼

。
杓
子
状
木
製
品

。
曲
物
底
板
な
ど
が
そ
の
主
な
も

の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
木
簡
と
同
様
、
泥
炭
層
中
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。
木

製
品
類
は
東
か
ら
西
に
わ
ず
か
な
傾
斜
を
も
っ
て
堆
積
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

南
北
い
ず
れ
か
の
微
高
地
か
ら
流
れ
込
ん
だ
か
、
拾
て
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
「

そ
れ
以
外
に
も
、
こ
の
地
点
に
は
土
師
器

・
須
恵
器

。
臼
玉

。
管
玉

・
紡
錘

車
な
ど
、
古
墳
時
代
の
遺
物
も
数
多
く
出
土
し
て
い
る
。
多
く
の
木
製
品
の
所

属
時
期
も
当
初
は
古
墳
時
代
を
想
定
し
た
が
、
そ
の
中
に
混
じ
り
、
人
世
紀
末

か
ら
九
世
紀
前
葉
の
内
黒
土
師
器
杯
や
須
恵
器
片
も
出
土
し
て
お
り
、
木
簡
の

年
代
も
こ
の
頃
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
た
。
な
お
こ
の
地
点
で
は
、
他
に
も

二
点
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
が
、
墨
痕
が
わ
ず
か
に
認
め
ら
れ
た
に
す
ぎ
ず
、

内
容
そ
の
他
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
伊
興
遺
跡
で
は
木
簡
①
の
出
土
地
点
以
外
に
も
、
奈
良

・
平
安

時
代
の
遺
物
が
集
中
的
に
出
土
す
る
地
点
を
数
力
所
確
認
し
て
い
る
が
、
そ
の

う
ち
の

一
地
点
か
ら
②
が
出
土
し
た
。
同
地
点
か
ら
は
墨
書
土
器

。
斎
串

。
子



持
勾
玉
な
ど
も
出
上
し
、
祭
祀
場
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け

特
筆
さ
れ
る
の
は
墨
書
土
器
で
あ
り
、
文
字
の
明
ら
か
な
も
の
で
三
〇
点
あ
ま

り
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
代
表
的
な
二
点
を
図
示
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

・　
　
　
　
　
　
□
□
□
回

，
日

□
々
如
律
令
腹
病
□

口

回
申
状
同

国

⑪
は
地
図
の
１
地
点
で
出
土
し
た
木
簡
で
あ
る
。
下
部
分
を
欠
き
、
右
側
に

も
わ
ず
か
に
欠
損
箇
所
が
認
め
ら
れ
る
。
上
に
弧
状
の
溝
が
あ
り
、
こ
の
こ
と

か
ら
曲
物
蓋
の
一
部
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
墨
書
は

「
（急
）
々
如
律
令
腹

病
…
」
と
判
読
さ
れ
、
呪
符
木
簡
の

一
種
で
あ
る
。
し
か
し
材
の
遺
存
状
態
が

悪
く
、
発
見
当
時
と
異
な
り
、
現
在
は
墨
痕
が
わ
ず
か
に
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ

な
い
。

木
簡
は
、
本
来
曲
物
の
蓋
板
に
呪
句
を
記
し
、
腹
の
病
気
平
癒
を
祈
願
し
た

も
の
で
あ
り
、
曲
物
の
中
に
腹
の
病
気
を
治
療
す
る
薬
草
な
ど
、
薬
物
を
入
れ

た
可
能
性
も
あ
る
。

②
は
地
図
の
２
地
点
で
出
上
し
た
。
木
簡
中
央
辺
に
残
る
墨
痕
は

「申
状
」

と
判
読
さ
れ
た
が
、
あ
ま
り
明
瞭
で
は
な
い
。
前
後
の
文
も
不
明
で
あ
る
。

古
墳
時
代
中
期
を
中
心
に
隆
盛
を
迎
え
、
祭
祀
遺
跡
と
し
て
著
名
な
伊
興
遺
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上段 :須恵器 下段 :土師器
(両者とも外面に墨書 )

脚
酬
岬

跡
も
、
そ
れ
以
後
の
様
相
は
不
明
だ
っ
た
。
し
か
し
最
近
の
調
査
に
よ
っ
て
、

奈
良

・
平
安
時
代
に
集
落
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
確
実
に
な
り
、
し
か
も
祭

祀
遺
跡
と
し
て
命
脈
を
保

っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
木

簡

・
墨
書
土
器
な
ど
と
と
も
に
、
遺
跡
内
よ
り
帯
金
具
も
出
土
し
て
い
る
こ
と

ゼ
方



1994年出土の本簡

か
ら
、
周
辺
の
中
心
的
な
集
落
と
し
て
機
能
し
て
い
た
可
能
性
が
大
き
く
、
官

衝
的
な
施
設
の
存
在
も
強
く
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

木
簡
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
悼
物
館
の
平
川
南
氏
の
ご
教
示

を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

趙
力
華

・
三
ケ
島
誠
次
男

「
〈急
々
如
律
令
腹
病
〉
木
簡
に
つ
い
て
」
３
足

立
区
郷
土
博
物
館
紀
要
』
第

一
七
号
　
一
九
九
四
年
）
　
　
　
　
　
　
（佐
々
木
彰
）

茎
骨

錦
糸
町
駅
北
口
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
東
京
都
墨
田
区
錦
糸

一
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
三
年

（平
５
）
四
月
―
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
錦
糸
町
駅
北
口
遺
跡
調
査
団

４
　
調
査
担
当
者
　
谷
川
章
雄

・
玉
木
博
史

５
　
遺
跡
の
種
類
　
武
家
屋
敷
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
人
世
紀
後
半
―

一
九
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

錦
糸
町
駅
北
口
遺
跡
は
、
墨
田
区
の
東
部
、
Ｊ
Ｒ
総
武
線
錦
糸
町
駅
の
北
西

約
三
〇
〇
ｍ
の
地
点
に
位
置
し
て
い
る
。
本
遺
跡
は
、
武
蔵
野
台
地
と
下
総
台

地
の
間
に
広
が
る
東
京
低
地
上

に
あ
り
、
調
査
地
の
標
高
は
九

〇
伽
を
測
る
。

錦
糸
町
駅
北
口
遺
跡
の
調
査

は
、
錦
糸
町
駅
北
口
市
街
地
再

部
　

発
に
伴
う
緊
急
発
掘
調
査
と

紬

し
て
行
な
わ
れ
、　
一
九
九
三
年

棘

一
一月
に
試
掘
調
査
を
実
施
し
、

く

同
年
四
月
か
ら
錦
糸
町
駅
北
口




